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五
章

勝
山
町
の
城
郭
遺
構

第
一
節

序

勝
山
町
の
あ
る
行
橋
平
野
は
、
古
代
か
ら
豊
前
国
の
国
府
が
置
か
れ
、

政
治
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
。

う

つ
の
み
や

に
っ

た

中
世
に
な
る
と
、
宇
都
宮
氏
、
新
田
氏
の
一
族
な
ど
が
、
京
都
郡
各
地

に
城
砦
を
築
き
勢
力
を
振
る
っ
た
。

城
と
い
え
ば
、
高
い
石
垣
、
深
い
堀
、
壮
大
な
天
守
閣
を
持
つ
姫
路

城
、
小
倉
城
、
中
津
城
な
ど
を
連
想
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
近
世
（
江
戸
時

代
）
の
城
で
あ
り
、
中
世
（
平
安
末
期
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
）
の
城
は
、
近

世
の
城
の
よ
う
な
立
派
な
も
の
で
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
山
城
で
あ
り
、
関

か

あ

き
り
よ
せ

係
文
書
に
は
「
掻
き
揚
げ
」「
切
寄
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。山

城
は
、
天
然
の
要
害
を
主
と
し
て
、
こ
れ
に
土
塁
や
空
堀
な
ど
の
人

が

じ
ょ
う

工
を
加
え
て
牙
城
と
し
た
も
の
で
、
勝
山
町
周
辺
に
は
一
〇
を
こ
す
城

跡
が
残
っ
て
い
る
。

し
ょ
う

じ

が

た
け

勝
山
町
や
周
辺
部
に
は
、
山
城
の
代
表
と
も
い
え
る
障
子
ヶ
岳
城
や

馬
ヶ
岳
城
が
あ
り
、
土
塁
、
堀
切
な
ど
の
遺
構
を
よ
く
残
し
て
い
る
。

勝
山
町
の
二
城
跡
と
、
周
辺
の
城
跡
四
か
所
、
計
六
城
跡
に
つ
い
て
ま

と
め
て
み
た
。
な
お
各
城
跡
に
つ
い
て
は
、
文
書
や
伝
承
な
ど
の
城
名
の

分
か
る
場
合
は
そ
れ
を
記
し
、
不
明
の
場
合
は
所
在
地
名
を
冠
し
た
。

第
二
節

勝
山
町
の
古
城
跡

し
ょ
う

じ

が

た
け
じ
ょ
う

一

障
子
ヶ
岳
城

京
都
郡
勝
山
町
松
田

勝
山
町
の
西
は
ず
れ
、
田
川
郡
と
京
都
郡
と
の
郡
境
の
山
並
み
に
、
山

頂
が
五
段
に
削
平
さ
れ
た
山
が
あ
る
。

標
高
四
二
七
㍍
、
戦
略
上
要
衝
の
地
で
あ
る
た
め
に
、
幾
度
か
の
攻
防

が
繰
り
返
さ
れ
た
障
子
ヶ
岳
城
の
跡
で
あ
る
。

牙
城
跡
と
も
呼
ば
れ
、
山
頂
の
雑
木
が
伐
採
さ
れ
て
中
世
の
山
城
の
姿

が
稜
線
上
に
見
事
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
三
年
「
城
攻
め
」
事
業
と
称
し
て
勝
山
町
民
七
〇
〇
人
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

か

わ
ら
ま
ち

以
後
、
毎
年
、
春
秋
な
ど
年
四
回
ほ
ど
、
田
川
郡
香
春
町
、
京
都
郡
勝

山
町
の
両
町
の
人
々
の
協
力
で
草
刈
り
を
実
施
し
て
い
る
。

地
元
の
人
々
が
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
、
史
跡
や
文
化
財
を
大
切
に
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

城
跡
は
、
本
丸
、
二
の
丸
、
馬
場
（
馬
屋
跡
と
も
い
う
）、
北
の
丸
等
の

五
つ
の
曲
輪
か
ら
な
る
。

本
丸
は
、
標
高
四
二
七
㍍
の
最
高
部
に
位
置
し
、
東
西
二
一
㍍
、
南
北
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三
〇
㍍
ほ
ど
の
広
さ
で
、
城
台
の
周
囲
に
高
さ
一
㍍
余
り
の
土
塁
を
め
ぐ

ら
し
、
土
塁
の
外
側
の
城
壁
に
は
胸
を
つ
く
よ
う
な
急
傾
斜
の
胸
壁
を
残

し
、
外
か
ら
の
侵
入
を
阻
む
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。ごだ

い

ご

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）、
鎌
倉
幕
府
は
滅
び
、
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る

あ
し
か
が
た
か
う
じ

建
武
の
新
政
が
始
ま
る
。
し
か
し
、
足
利
尊
氏
は
、
後
醍
醐
天
皇
に
謀
反

を
起
こ
し
挙
兵
す
る
。
戦
い
に
敗
れ
た
尊
氏
は
、
九
州
に
敗
走
し
大
友
・

少
弐
・
宗
像
氏
な
ど
の
助
け
を
受
け
て
再
起
を
図
り
、
多
々
良
浜
（
福
岡

き
く

ち

あ

そ

市
東
区
）
の
戦
い
で
菊
池
・
阿
蘇
の
連
合
軍
を
破
り
上
京
、
京
都
を
占
領

し
た
。
こ
こ
に
、
南
北
朝
内
乱
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

あ
し
か
が
む
ね
う
じ

こ
の
時
、
足
利
尊
氏
の
一
族
足
利
統
氏
は
、
豊
前
の
守
り
と
し
て
障

子
ヶ
岳
城
を
築
き
、
居
城
と
し
た
。

し
か
し
、
正
平
二
十
三
、
応
安

ち

ば

か
ず
さ
の

元
年
（
一
三
六
八
）、
千
葉
上
総

す
け
み
つ
た
ね

介
光
胤
が
足
利
統
氏
を
討
ち
、
千

葉
氏
の
居
城
と
な
っ
た
。

千
葉
氏
は
南
朝
方
に
つ
き
、
こ

の
時
期
、
九
州
で
は
南
朝
方
優
勢

の
中
で
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

『
豊
陽
古
城
記
』

応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
正
月

ち

ば

か
ず
さ
の
す
け
た
か
た
ね

元
旦
、
城
主
千
葉
上
総
介
高
胤

は
、
元
旦
の
慶
賀
と
し
て
一
族
老

臣
を
城
内
に
集
め
祝
い
の
宴
を
開
い
て
い
た
。

と
つ
じ
ょ

お
お

当
日
、
北
九
州
地
方
は
大
雪
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
突
如
と
し
て
大

う
ち
も
り
は
る

内
盛
見
率
い
る
大
内
の
大
軍
が
、
城
の
北
、
南
の
二
手
よ
り
雪
に
足
を
と

ら
れ
、
難
儀
し
な
が
ら
攻
め
の
ぼ
っ
て
き
た
。

と
き

攻
城
軍
は
、
鬨
の
声
を
あ
げ
攻
め
寄
せ
た
。
不
意
を
突
か
れ
城
内
は
、

上
を
下
へ
の
大
混
乱
と
な
っ
た
。

ま
も

高
胤
は
、
わ
ず
か
三
〇
余
騎
の
家
臣
に
護
ら
れ
、
西
の
門
よ
り
落
ち
の

び
た
。
障
子
ヶ
岳
落
城
が
応
永
戦
乱
の
始
ま
り
で
あ
る
。

お
お
と
も
ち
か

よ

応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
十
月
、
豊
後
の
守
護
職
大
友
親
世
が
在
京
の

う
じ
あ
き
ら

時
、
親
世
の
一
族
大
友
氏
鑑
が
兵
を
挙
げ
豊
前
に
侵
入
し
た
。

ぎ
ょ
う

ぶ

だ

ゆ
う
う
じ
と
き

原
因
は
、
守
護
職
大
友
刑
部
大
輔
氏
時
の
死
去
に
よ
る
家
督
相
続

写真４―２２ 障子ヶ岳城遠望（一の砦跡より）

写真４―２３ 障子ヶ岳城本丸を望む（北の丸より）

写真４―２４ 障子ヶ岳城本丸を望む（馬場から）
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さ

こ
ん
し
ょ
う
げ
ん
う
じ
あ
き
ら

で
、
氏
時
の
嫡
男
左
近
将
監
氏
鑑
が
当
然
、
守
護
職
を
継
ぐ
と
見
ら
れ

て
い
た
。

し
き

ぶ

た

ゆ
う
ち
か

よ

し
か
し
、
三
代
将
軍
足
利
義
満
の
命
令
で
、
氏
時
の
甥
式
部
大
輔
親
世

が
後
継
者
と
な
っ
た
。

大
友
親
世
の
奥
方
は
大
内
義
弘
の
妹
で
あ
る
。
大
友
家
の
家
督
相
続
に

義
弘
の
画
策
が
あ
っ
た
。
豊
前
の
諸
城
主
は
氏
鑑
に
同
情
し
、
千
葉
高
胤

も
大
友
方
に
加
わ
っ
た
。

お
お
う
ち

豊
前
の
守
護
職
は
、
大
内
義
弘
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
義
弘
の
弟
大
内

も
り
は
る

盛
見
を
将
と
す
る
大
内
勢
の
攻
撃
を
受
け
た
。もん

じ

さ

こ
ん
し
ょ
う
げ
ん
く
に
ち
か

な
が

戦
国
時
代
は
、
大
内
氏
の
持
城
と
な
り
、
門
司
左
近
将
監
国
親
や
長

お
か
お
お
い
の
じ
ょ
う
さ
ね
か
つ

岡
大
炊
允
実
勝
ら
の
大
内
氏
の
家
臣
が
城
番
と
な
っ
て
城
を
守
っ
た
。

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）、
豊
臣
秀
吉
が
九
州
平
定
の
軍
を
九
州
に

派
遣
、
先
鋒
毛
利
勢
に
香
春
岳
城
の
支
城
小
倉
城
を
落
と
さ
れ
て
、
高
橋

元
種
は
降
伏
し
、
城
兵
は
香
春
岳
に
退
い
た
。

豊
前
各
地
の
諸
将
も
相
次
い
で
秀
吉
軍
に
下
り
、
人
質
を
出
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
島
津
が
大
軍
を
率
い
て
北
上
し
て
く
る
と
、
元
種
は
こ
れ

に
呼
応
し
香
春
岳
に
よ
っ
て
秀
吉
軍
に
相
対
し
た
。

う

る

つ

秀
吉
軍
は
、
十
一
月
七
日
宇
留
津
城
（
築
上
郡
椎
田
町
宇
留
津
）
を
攻

め
落
と
し
、
十
一
月
十
五
日
障
子
ヶ
岳
城
の
攻
略
に
取
り
か
か
り
攻
め
落

と
し
た
。
戦
国
時
代
の
末
期
の
こ
の
時
期
、
障
子
ヶ
岳
城
は
、
香
春
岳
城

の
支
城
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

み
や
こ

な
か

つ

す

お
う
な
だ

香
春
岳
か
ら
見
え
な
い
京
都
・
仲
津
郡
や
周
防
灘
の
様
子
を
知
る
た
め

に
は
、
障
子
ヶ
岳
城
が
絶
好
の
場
所
に
あ
っ
た
。

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
障
子
ヶ
岳
城
は
秀
吉
の
宿
舎
と
な
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
が
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
豊
前
の
名
城
と
い
わ
れ
た

当
城
も
廃
城
破
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

い
わ
く
ま
じ
ょ
う

二

岩
隈
城

京
都
郡
勝
山
町
岩
熊

い
さ
や
ま

勝
山
町
役
場
の
北
西
、
約
三
�
ほ
ど
の
諫
山
小
学
校
の
東
に
隣
接
し
て

お

ぐ
ら
や
ま

い
る
、
標
高
五
〇
㍍
ほ
ど
の
小
高
い
通
称
小
倉
山
の
頂
上
が
城
跡
で
あ

る
。小

学
校
の
東
、
プ
ー
ル
脇
に
、
城
跡
へ
の
登
り
道
が
あ
る
。

だ

え
ん
け
い

山
頂
は
、
東
西
に
一
二
㍍
、
南
北
二
〇
㍍
、
高
さ
五
㍍
ほ
ど
の
楕
円
形

台
地
で
、
城
台
の
形
を
よ
く
残
し

き
り
ぎ
し

て
い
る
。
特
に
五
㍍
ほ
ど
の
切
岸

は
見
ご
と
で
あ
る
。
こ
こ
が
主
郭

で
、
城
台
の
西
側
と
東
側
に
高
さ

五
〇
�
ほ
ど
の
土
塁
が
残
っ
て
い

る
。主

郭
の
周
囲
に
は
、
幅
五
㍍
ほ

こ
し
く
る

わ

ど
の
腰
曲
輪
が
取
り
囲
み
、
北
側

に
は
、
高
さ
一
㍍
ほ
ど
の
土
塁
が

残
っ
て
い
る
。

城
台
の
南
は
、
四
段
の
曲
輪
が

写真４―２５ 岩隈城の城台
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